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有効成分イソチアニルを含有する農薬の使用方法

１．登録番号 22698：スタウトダントツ箱粒剤

（クロチアニジン 1.5%・イソチアニル 2.0%粒剤）

作物名 適用病害虫名 使用量
使用
時期

本剤の
使用
回数

使用
方法

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含
む農薬の総使

用回数

ｲｿﾁｱﾆﾙを含む
農薬の総使用

回数

稲
(箱育苗) 

苗腐敗症(もみ枯
細菌病菌) 
苗立枯細菌病
いもち病
白葉枯病
もみ枯細菌病
穂枯れ(ごま葉枯
病菌) 
内穎褐変病
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ
ｳﾝｶ類
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

育苗箱
(30×60×3 cm､ 
使用土壌約5 L) 

1箱当り50 g 

は種前

1回 

育苗箱の
床土又は
覆土に均
一に混和
する｡

4回以内(移植
時までの処理
は1回以内､ 
本田での散
布、空中散

布、無人航空
機散布は合計

3回以内) 

3回以内(移植
時までの処理
は1回以内､ 
本田では
2回以内) 

高密度には種する
場合は1 kg/10 a 

(育苗箱(30×60×3 
cm､使用土壌約5 L) 
1箱当り50~100 g) 

いもち病
白葉枯病
もみ枯細菌病
穂枯れ(ごま葉枯
病菌) 
内穎褐変病
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ
ｳﾝｶ類
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

育苗箱
(30×60×3 cm､ 
使用土壌約5 L) 

1箱当り50 g は種時
(覆土
前)~移
植当日

育苗箱の
上から均
一に散布
する｡

高密度には種する
場合は1 kg/10 a 

(育苗箱(30×60×3 
cm､使用土壌約5 L) 
1箱当り50~100 g) 

苗腐敗症(もみ枯
細菌病菌) 
苗立枯細菌病

育苗箱
(30×60×3 cm､ 
使用土壌約5 L) 

1箱当り50 g は種時
(覆土
前) 

高密度には種する場
合は1 kg/10 a 

(育苗箱(30×60×3 
cm､使用土壌約5 L) 
1箱当り50~100 g) 

稲
いもち病
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

1 kg/10 a 移植時 1回 側条施用

4回以内(直播
でのは種時又
は移植時まで
の処理は1回以
内､本田での散
布､空中散布､
無人航空機散
布は合計
3回以内) 

3回以内(直播
でのは種時又
は移植時まで
の処理は1回以
内､本田では

2回以内) 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の
使用 
回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含
む農薬の総使

用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含む
農薬の総使用

回数 

湛水直
播水稲 

いもち病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 

1 kg/10 a は種時 1回 

は種同時
施薬機を
用いて 
土中施用
する｡ 

4回以内(は種
時までの処理
は1回以内､本
田での散布、
空中散布、無
人航空機散布
は合計3回 

以内) 

3回以内(は種
時までの処理
は1回以内､ 
本田では 
2回以内) 
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２．登録番号 22699：スタウトダントツ箱粒剤０８、                 

登録番号 22700：ツインターボ箱粒剤０８                     

（クロチアニジン 0.80%・イソチアニル 2.0%粒剤） 

作物名 
適用病害虫

名 
使用量 

使用時

期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む
農薬の総使用回

数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含
む農薬の総
使用回数 

湛水直

播水稲 

いもち病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 

1 kg/10 a は種時 1回 

は種同時施
薬機を用い
て土中施用

する｡ 

4回以内(は種時
までの処理は1
回以内､本田で
の散布､空中散
布､無人航空機
散布は合計3回

以内) 

3回以内(は
種時までの
処理は1回

以内､ 
本田では 
2回以内) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
稲 

(箱育苗) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いもち病 
白葉枯病 
もみ枯細菌病 
穂枯れ(ごま葉

枯病菌) 
内穎褐変病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞ 

育苗箱 
(30×60×3 cm､使用土

壌約5 L) 
1箱当り50 g 

は種前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1回 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

育苗箱の床
土又は覆土
に均一に 
混和する｡ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4回以内(移植時

までの処理は 
1回以内､本田で

の散布､空中散

布､無人航空機

散布は合計3回
以内) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3回以内(移
植時までの

処理は1回
以内､ 

本田では 
2回以内) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高密度には種する場
合は1 kg/10 a 

(育苗箱(30×60×3 cm､
使用土壌約5 L) 

1箱当り50~100 g) 
育苗箱 

(30×60×3 cm､使用土
壌約5 L) 

1箱当り50 g は種時
(覆土前)~
移植当日 

育苗箱の上
から均一に
散布する｡ 

高密度には種する場
合は1 kg/10 a 

(育苗箱(30×60×3 cm､
使用土壌約5 L) 

1箱当り50~100 g) 

ｲﾈｸﾛｶﾒﾑｼ 

育苗箱 
(30×60×3 cm､ 
使用土壌約5 L) 

1箱当り50 g 
移植当日 高密度には種する場

合は1 kg/10 a 
(育苗箱(30×60×3 cm､

使用土壌約5 L) 
1箱当り50~100 g) 

 
 
 
 
 
苗立枯細菌病 
苗腐敗症(もみ

枯細菌病菌) 
 
 
 
 
 

育苗箱 
(30×60×3 cm､ 
使用土壌約5 L) 

1箱当り50 g 
は種前 

育苗箱の床
土又は覆土
に均一に 
混和する｡ 

高密度には種する場
合は1 kg/10 a 

(育苗箱(30×60×3 cm､
使用土壌約5 L) 

1箱当り50~100 g) 
育苗箱 

(30×60×3 cm､ 
使用土壌約5 L) 

1箱当り50 g 

 
は種時 

(覆土前) 
 

育苗箱の上
から均一に
散布する｡ 
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作物名 
適用病害虫

名 
使用量 

使用時

期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む
農薬の総使用回

数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含
む農薬の総
使用回数 

 
 
稲 

(箱育苗) 

 
 
苗立枯細菌病 
苗腐敗症(もみ

枯細菌病菌) 

高密度には種する場
合は1 kg/10 a 

(育苗箱(30×60×3 cm､
使用土壌約5 L) 

1箱当り50~100 g) 

 
 

は種時 
(覆土前) 

 
 
 

1回 

 
 

育苗箱の上
から均一に
散布する｡ 

4回以内(移植時
までの処理は1
回以内､本田で
の散布､空中散
布､無人航空機
散布は合計3回

以内) 

3回以内(移
植時までの
処理は1回
以内､本田
では2回以

内) 

稲 
いもち病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 

1 kg/10 a 移植時 1回 側条施用 

4回以内(直播で
のは種時又は移
植時までの処理
は1回以内､本田
での散布､空中
散布､無人航空
機散布は合計 

3回以内) 

3回以内(直
播でのは種
時又は移植
時までの処
理は1回以
内､本田で
は2回以内) 

 
３．登録番号 22701：ルーチン粒剤、                        

登録番号 22702：クミアイルーチン粒剤                         

（イソチアニル 3.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用時
期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 
ｲｿﾁｱﾆﾙを含む農薬
の総使用回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
白葉枯病 
苗立枯細菌病 
もみ枯細菌病 

育苗箱 
(30×60×3 cm、
使用土壌約 
5 L)1箱当り 

50 g 

は種前 

1 回 

育苗箱の床土又は覆土
に均一に混和する。 

3回以内(移植時ま
での処理は1回以
内、本田では 

2回以内) 

苗腐敗症(もみ枯細菌

病菌) 
育苗箱の床土に均一に

混和する。 

穂枯れ(ごま葉枯病菌) 
育苗箱の覆土に均一に

混和する。 
苗腐敗症(もみ枯細菌

病菌) 
苗立枯細菌病 

は種時 
(覆土前) 

育苗箱の上から均一に
散布する。 

いもち病 
白葉枯病 
穂枯れ(ごま葉枯病菌) 
もみ枯細菌病 
内穎褐変病 

は種時
(覆土前)~
移植当日 

稲 
いもち病 
白葉枯病 
穂枯れ(ごま葉枯病菌) 

1 kg/10 a 
収穫 30 日
前まで 

2 回
以内 

湛水散布 

3 回以内(直播で
のは種時又は移
植時までの処理
は 1 回以内、本
田では 2 回以内) 
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４．登録番号 22703：ルーチンアドマイヤー箱粒剤、                 

登録番号 22704：クミアイルーチンアドマイヤー箱粒剤            

（イミダクロプリド 2.0%・イソチアニル 2.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用時
期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 
ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ
を含む農薬の
総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含
む農薬の総
使用回数 

稲 
(箱育苗) 

内穎褐変病 
穂枯れ(ごま
葉枯病菌) 

育苗箱 
(30×60×3 cm、 
使用土壌約 5 L) 

1 箱当り 50 g 

移植当日 

1 回 

育苗箱の上か
ら均一に散布

する。 

3 回以内(移植
時までの処理
は 1 回以内、
本田での散布
は 2 回以内) 

3 回以内(移植
時までの処理
は 1 回以内、
本田では 2 回

以内) 

白葉枯病 
もみ枯細菌病 

は種時 
(覆土前) 

~ 
移植当日 いもち病 

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｳﾝｶ類 

は種前 

育苗箱の床土
又は覆土に 
均一に混和 
する。 

ｲﾈｱｻﾞﾐｳﾏ 

は種時 
(覆土前) 

~ 
移植当日 

育苗箱の上か
ら均一に散布

する。 

は種前 
育苗箱の床土
に均一に混和

する。 
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５．登録番号 22705：ルーチンアドスピノ箱粒剤                 

（イミダクロプリド 2.0%・スピノサド 1.0%・イソチアニル 2.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用 
方法 

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘ
ﾄﾞを含む
農薬の総
使用回数 

ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞを
含む農薬の
総使用回数

ｲｿﾁｱﾆﾙを
含む農薬
の総使用
回数 

稲 
(箱育苗) 

ｲﾈｱｻﾞﾐｳﾏ 

育苗箱 
(30×60×3 cm、
使用土壌約 5 L) 

1 箱当り 50 g 

移植 2 日前 
~移植当日 

1 回 

育苗箱の
上から均
一に散布
する。 

3 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内、本田
での散布
は 2 回 
以内) 

1 回 

3 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内、本田
では 2 回
以内) 

穂枯れ(ごま葉枯
病菌) 
内穎褐変病 

移植当日 

苗腐敗症(もみ枯
細菌病菌) 
苗立枯細菌病 

は種時 
(覆土前) 

白葉枯病 
もみ枯細菌病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
いもち病 

は種時 
(覆土前)~ 
移植当日 

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
いもち病 

は種前 

育苗箱の
床土又は
覆土に均
一に混和
する。 

ｲﾈｱｻﾞﾐｳﾏ 

高密度には種 
する場合は 

1 kg/10 a 
(育苗箱

(30×60×3  
cm、使用土壌
約 5 L)1 箱当り

50~100 g) 

移植 2 日前 
~移植当日 

育苗箱の
上から均
一に散布
する。 

穂枯れ(ごま葉枯
病菌) 
内穎褐変病 

移植当日 

苗腐敗症(もみ枯
細菌病菌) 
苗立枯細菌病 

は種時 
(覆土前) 

白葉枯病 
もみ枯細菌病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
いもち病 

は種時 
(覆土前)~ 
移植当日 
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６．登録番号 22706：ルーチンアドスピノＧＴ箱粒剤、                

登録番号 23039：シャリオ箱粒剤                      

（イミダクロプリド 2.0%・スピノサド 1.0%・イソチアニル 2.0%・チフルザミド     

3.0%粒剤） 

 

７．登録番号 22707：ルーチンバリアード箱粒剤                       

（チアクロプリド 1.5%・イソチアニル 2.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 
ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞを
含む農薬の 
総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含む
農薬の総使用

回数 

稲 
(箱育苗) 

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
いもち病 

育苗箱 
(30×60×3 cm､ 

使用土壌約 5 L) 
1 箱当り 50 g 

は種前 

1 回 

育苗箱の床
土又は覆土
に均一に混
和する。 

1 回 

3 回以内(移植
時までの処理
は 1 回以内、
本田では 2 回

以内) 

は種時(覆
土前)~ 

移植当日 
育苗箱の上
から均一に
散布する。 

白葉枯病 
穂枯れ(ごま葉
枯病菌) 

苗腐敗症(もみ
枯細菌病菌) 

は種時 
(覆土前) 

もみ枯細菌病 
移植 
当日 

 

  

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の
使用 
回数 

使用 
方法 

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘ
ﾄﾞを含む農
薬の総使用

回数 

ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞを
含む農薬の
総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含
む農薬の総
使用回数 

ﾁﾌﾙｻﾞﾐﾄﾞを
含む農薬の
総使用回数 

稲 
(箱育苗) 

ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
いもち病 
紋枯病 
白葉枯病 

育苗箱 
(30×60×3 
cm、使用
土壌約 5 

L) 
1 箱当り

50 g 

移植 
2 日前~
移植 
当日 1 回 

育苗箱
の上か
ら均一
に散布
する。 

3 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内、本田
での散布
は 2 回 
以内) 

1 回 

3 回以内(移
植時までの
処理は 1 回
以内、本田
では 2 回 
以内) 

3 回以内(移
植時までの
処理は 1 回
以内、本田
では 2 回 
以内) 

もみ枯細菌病 
内穎褐変病 

移植 
当日 



8 

８．登録番号 22708：ツインターボフェルテラ箱粒剤                 

（クロチアニジン 1.5%・クロラントラニリプロール 0.75%・イソチアニル 2.0%粒

剤） 

作物名 
適用病害虫

名 
使用量 

使用 
時期 

本剤の
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞ
ﾝを含む
農薬の
総使用
回数 

ｸﾛﾗﾝﾄﾗ
ﾆﾘﾌﾟﾛｰ
ﾙを含
む農薬
の総使
用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙ
を含む
農薬の
総使用
回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
穂枯れ(ごま
葉枯病菌) 
白葉枯病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
内穎褐変病 

育苗箱 
(30×60×3 cm､ 

使用土壌約 5 L) 
1 箱当り 50 g 

は種時
(覆土
前)~移
植当日 

1 回 

育苗箱の
上から均
一に散布
する｡ 

4 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内､本田で
の散布､空
中散布､無
人ﾍﾘ散布
は合計 3
回以内) 

1 回 

3 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内､本田
では 2 回
以内) 

高密度には種する場
合は 1 kg/10 a 

(育苗箱(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 L) 

1 箱当り 50~100 g) 

苗腐敗症(も
み枯細菌病
菌) 

育苗箱 
(30×60×3 cm､使用土

壌約 5 L) 
1 箱当り 50 g 

は種時
(覆土
前) 

高密度には種する場
合は 1 kg/10 a 

(育苗箱(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 L) 

1 箱当り 50~100 g) 

穂枯れ(ごま
葉枯病菌) 

育苗箱 
(30×60×3 cm､使用土

壌約 5 L) 
1 箱当り 50 g 

は種前 

育苗箱の
床土に均
一に混和
する｡ 

いもち病 
白葉枯病 
内穎褐変病 

育苗箱の
床土又は
覆土に均
一に混和
する｡ 

穂枯れ(ごま
葉枯病菌) 高密度には種する場

合は 1 kg/10 a 
(育苗箱(30×60×3 cm､

使用土壌約 5 L) 
1 箱当り 50~100 g) 

育苗箱の
床土に均
一に混和
する｡ 

いもち病 
白葉枯病 
内穎褐変病 

育苗箱の
床土又は
覆土に均
一に混和
する｡ 
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９．登録番号 22915：ルーチントレス箱粒剤                      

（イミダクロプリド 2.0%・クロラントラニリプロール 0.75%・イソチアニル 2.0%粒

剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ
を含む農薬
の総使用回

数 

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛ
ｰﾙを含む農
薬の総使用

回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含
む農薬の総
使用回数 

稲 
(箱育苗) 

苗腐敗症(もみ枯
細菌病菌) 

育苗箱
(30×60×3 

cm､使用土
壌約 5 L) 
1 箱当り 

50 g 

は種前 

1 回 

育苗箱の床
土又は覆土
に均一に混
和する。 

3 回以内(移
植時までの
処理は 1 回
以内、本田
での散布は
2 回以内) 

1 回 

3 回以内(移
植時までの
処理は 1 回
以内、本田
では 2 回 
以内) 

ｲﾈｱｻﾞﾐｳﾏ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｳﾝｶ類 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
いもち病 

は種時
(覆土前)~
移植当日 育苗箱の上

から均一に
散布る。 

穂枯れ(ごま葉枯
病菌) 
白葉枯病 
もみ枯細菌病 

苗腐敗症(もみ枯
細菌病菌) 

は種時
(覆土前) 

内穎褐変病 移植当日 

 

  



10 

１０．登録番号 23033：箱いり娘粒剤                             

（クロチアニジン 1.5%・スピネトラム 0.50%・イソチアニル 2.0%・フラメトピル

4.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを
含む農薬の
総使用回数 

ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑを
含む農薬
の総使用
回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを
含む農薬
の総使用
回数 

ﾌﾗﾒﾄﾋﾟﾙを
含む農薬
の総使用
回数 

稲 

いもち病 
紋枯病 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 

1 kg/10 a 移植時 1回 側条施用 

4回以内(直
播でのは種
時又は移植
時までの処
理は1回以

内､本田での
散布､空中散
布､無人航空
機散布は合
計3回以内) 

3回以内
(直播での
は種時又
は移植時
までの処
理は1回以
内､本田で
の散布は2
回以内) 

3回以内
(直播での
は種時又
は移植時
までの処
理は1回以
内､本田で
は2回以

内) 

2回以内
(直播での
は種時又
は移植時
までの処
理は1回 
以内) 

湛水直播
水稲 

いもち病 
紋枯病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ｷﾘｳｼﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ 

1 kg/10 a は種時 1回 

は種同時
施薬機を
用いて土
中施用す

る｡ 

4回以内(は
種時までの
処理は1回以
内､本田での
散布､空中散
布､無人航空
機散布は合
計3回以内) 

3回以内
(は種時ま
での処理
は1回以
内､本田で
の散布は2
回以内) 

3回以内
(は種時ま
での処理
は1回以
内､本田で
は2回 
以内) 

2回以内
(は種時ま
での処理
は1回 
以内) 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
紋枯病 
白葉枯病 
もみ枯細菌病 
穂枯れ(ごま葉
枯病菌) 
内穎褐変病 
疑似紋枯症(褐
色紋枯病菌) 
疑似紋枯症(赤
色菌核病菌) 
疑似紋枯症(褐
色菌核病菌) 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

育苗箱
(30×60×3 

cm､使用土
壌約5 L) 
1箱当り 

50 g 

移植7日
前~移植
当日 

1回 

育苗箱の
上から均
一に散布
する｡ 

4回以内(移
植時までの
処理は1回以
内､本田での
散布､空中散
布､無人航空
機散布は合
計3回以内) 

3回以内(移
植時まで
の処理は 
1回以内､
本田での
散布は2回

以内) 

3回以内(移
植時まで
の処理は 
1回以内､
本田では 
2回以内) 

2回以内(移
植時まで
の処理は 
1回以内) 

高密度に
は種する
場合は 

1 kg/10 a 
(育苗箱

(30×60×3 
cm､使用土
壌約5 L) 
1箱当り

50~100 g) 
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１１．登録番号 23186：スタウト顆粒水和剤                          

（イソチアニル 40.0%水和剤） 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 

本剤
の使
用回
数 

使用 
方法 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含
む農薬の総
使用回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
内穎褐変病 
もみ枯細菌病 
白葉枯病 

200 倍 

育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り
500 mL 

は種時覆
土前~移植

当日 

1 回 灌注 

3 回以内(移
植時までの
処理は 1 回
以内､本田
では 2 回以

内) 

高密度には種する
場合は 50 g/10 a(育
苗箱(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 L)1 箱
当り 2.5~5 g(希釈倍
数 100~200 倍)) 

400 倍 

育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り
1000 mL 

高密度には種する
場合は 50 g/10 a(育
苗箱(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 L)1 箱
当り 2.5~5 g(希釈倍
数 200~400 倍)) 

苗腐敗症(も
み枯細菌病
菌) 

200 倍 

育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り
500 mL 

は種時覆
土前 

高密度には種する
場合は 50 g/10 a(育
苗箱(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 L)1 箱
当り 2.5~5 g(希釈倍
数 100~200 倍)) 

400 倍 
育苗箱

(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り
1000 mL 

高密度には種する
場合は 50 g/10 a(育
苗箱(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 L)1 箱
当り 2.5~5 g(希釈倍
数 200~400 倍)) 
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１２．登録番号 23195：ルーチンフロアブル                   

（イソチアニル 18.3%水和剤） 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 
使用 
時期 

本剤の使
用回数 

使用方法 
ｲｿﾁｱﾆﾙを含む農薬
の総使用回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
白葉枯病 
内穎褐変病 

75~100 倍 育苗箱(30×60×3 
cm､使用土壌約 5 
L)1 箱当り 0.5 L 

移植 3
日前~移
植当日 

1 回 

灌注 

3 回以内(移植時ま
での処理は 1 回以
内、本田では 2 回

以内) もみ枯細菌病 75 倍 

稲 いもち病 原液 100 mL/10 a 移植時 

ﾍﾟｰｽﾄ肥料に
混合し側条施
肥田植機で施
用する。 

3 回以内(直播での
は種時又は移植時
までの処理は 1 回
以内、本田では 2

回以内) 
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１３．登録番号 23206：スタウトダントツ顆粒水和剤、               

登録番号 23207：ツインターボ顆粒水和剤                    

（クロチアニジン 15.0%・イソチアニル 20.0%水和剤） 

作物名 
適用 

病害虫名 
使用量 

使用 
時期 

本剤の使
用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農
薬の総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含む
農薬の総使用

回数 

稲 
いもち病 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 

100 g/10 a 移植時 1 回 

ﾍﾟｰｽﾄ肥料
に混合し
側条施肥
田植機で
施用する｡ 

4 回以内(直播での
は種時又は移植時
までの処理は 1 回
以内､本田での散
布､空中散布､無人
航空機散布は合計 

3 回以内) 

3 回以内(直播
でのは種時又
は移植時まで
の処理は 1 回
以内､本田で
は 2 回以内) 

 

作物名 
適用 

病害虫名 
希釈倍数 

使用 
液量 

使用
時期 

本剤
の 
使用 
回数 

使用
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを
含む農薬の
総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含
む農薬の総
使用回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 

100 倍 

育苗箱
(30×60×3 
cm､使用
土壌約 
5 L)1 箱
当たり
500 mL 

移植
3 日
前~移
植当
日 

1 回 灌注 

4 回以内(移
植時までの
処理は 1 回
以内､本田で
の散布､空中
散布､無人航
空機散布は
合計 3 回以

内) 

3 回以内(移
植時までの
処理は 1 回
以内､本田で
は 2 回以内) 

高密度には種する場
合は 100 g/10 a 

(育苗箱(30×60×3 cm､ 
使用土壌約 5 L) 

1 箱当り 5~10 g(希釈
倍数 50~100 倍)) 
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１４．登録番号 23458：エバーゴルフォルテ箱粒剤                      

（イミダクロプリド 2.0%・イソチアニル 2.0%・ペンフルフェン 2.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用 
方法 

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ
を含む農薬
の総使用 
回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含
む農薬の 
総使用回数 

ﾍﾟﾝﾌﾙﾌｪﾝを
含む農薬の
総使用回数 

稲 
(箱育苗) 

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
いもち病 
紋枯病 

育苗箱(30×60×3 
cm、使用土壌
約5 L)1箱当り 

50 g 

は種
前 

1回 

育苗箱の
床土又は
覆土に均
一に混和
する。 

3回以内(移
植時までの
処理は1回以
内、本田で
の散布は2回

以内) 

3回以内(移
植時までの
処理は1回以
内、本田で
は2回以内) 

1回 

は種
時(覆
土前)~
移植
当日 

育苗箱の
上から均
一に散布
する。 

白葉枯病 

疑似紋枯症(褐
色紋枯病菌) 
疑似紋枯症(赤
色菌核病菌) 
内穎褐変病 
穂枯れ(ごま葉
枯病菌) 
もみ枯細菌病 

移植 
当日 

高密度には種する
場合は 1 kg/10 a 
(育苗箱(30×60×3 
cm、使用土壌約 

5 L)1 箱当り
50~100 g) 

白葉枯病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
いもち病 
紋枯病 

移植3
日前~
移植 
当日 
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１５．登録番号 23459：エバーゴルワイド箱粒剤、                 

登録番号 23627：エバーゴルプラス箱粒剤                  

（イミダクロプリド 2.0%・クロラントラニリプロール 0.75%・イソチアニル

2.0%・ペンフルフェン 2.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用 
方法 

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘ
ﾄﾞを含む
農薬の総
使用回数 

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘ
ﾌﾟﾛｰﾙを含
む農薬の
総使用回

数 

ｲｿﾁｱﾆﾙ
を含む
農薬の
総使用
回数 

ﾍﾟﾝﾌﾙﾌｪ
ﾝを含む
農薬の
総使用
回数 

稲 
(箱育苗) 

穂枯れ(ごま葉
枯病菌) 
白葉枯病 
内穎褐変病 

育苗箱(30×60×3 
cm、使用土壌 
約5 L)1箱当り50 

g 

は種時
(覆土
前)~移
植当日 

1回 

育苗箱
の上か
ら均一
に散布
する。 

3回以内
(移植時ま
での処理
は1回以
内、本田
での散布
は2回以

内) 

1回 

3回以内
(移植時
までの
処理は 
1回以
内、本
田では2
回以内) 

1回 

疑似紋枯症(褐
色紋枯病菌) 
疑似紋枯症(赤
色菌核病菌) 
疑似紋枯症(褐
色菌核病菌) 
もみ枯細菌病 

移植 
当日 

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
いもち病 
紋枯病 

は種時
(覆土
前)~移
植当日 

は種前 

育苗箱
の床土
又は覆
土に均
一に混
和す
る。 

高密度には種す
る場合は 
1 kg/10 a 

(育苗箱(30×60×3 
cm、使用土壌 
約5 L)1箱当り

50~100 g) 

移植3
日前~
移植 
当日 

育苗箱
の上か
ら均一
に散布
する。 

穂枯れ(ごま葉
枯病菌) 
白葉枯病 
内穎褐変病 

疑似紋枯症(褐
色紋枯病菌) 
疑似紋枯症(赤
色菌核病菌) 
疑似紋枯症(褐
色菌核病菌) 
もみ枯細菌病 

移植 
当日 
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１６．登録番号 23511：箱王子粒剤                       

（クロチアニジン 1.5%・スピネトラム 0.50%・イソチアニル 2.0%粒剤） 

作物名 
適用 

病害虫名 
使用量 

使用 
時期 

本剤
の使
用回
数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ
を含む農
薬の総使
用回数 

ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ
を含む農
薬の総使
用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを
含む農薬
の総使用
回数 

湛水直
播水稲 

いもち病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ｷﾘｳｼﾞｶﾞｶﾞﾝ
ﾎﾞ 

1 kg/10 a は種時 1 回 

は種同
時施薬
機を用
いて土
中施用
する｡ 

4 回以内
(は種時ま
での処理
は 1 回以
内､本田
での散
布､空中
散布､無
人航空機
散布は合
計 3 回以

内) 

3 回以内
(は種時ま
での処理
は 1 回以
内､本田
での散布
は 2 回以

内) 

3 回以内
(は種時ま
での処理
は 1 回以
内､本田
では 2 回
以内) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

稲 
(箱育苗) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いもち病 
白葉枯病 
もみ枯細菌
病 
内穎褐変病 
穂枯れ(ごま
葉枯病菌) 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 

育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り 50 g 

は種前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 回 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

育苗箱
の床土
又は覆
土に均
一に混
和する｡ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内､本田
での散
布､空中
散布､無
人航空機
散布は合
計 3 回以

内) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内､本田
での散布
は 2 回以

内) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内､本田
では 2 回
以内) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高密度には種
する場合は 1 

kg/10 a(育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り
50~100 g) 

育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り 50 g 
は種時
(覆土

前)~移植
当日 

育苗箱
の上か
ら均一
に散布
する｡ 

高密度には種
する場合は 1 

kg/10 a(育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り
50~100 g) 

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘ
ﾊﾞｴ 

育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り 50 g 

移植 3
日前~移
植当日 

高密度には種
する場合は

1kg/10a(育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り
50~100 g) 
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作物名 
適用 

病害虫名 
使用量 

使用 
時期 

本剤
の使
用回
数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ
を含む農
薬の総使
用回数 

ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ
を含む農
薬の総使
用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを
含む農薬
の総使用
回数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

稲 
(箱育苗) 

苗腐敗症(も
み枯細菌病
菌) 
苗立枯細菌
病 

育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り 50 g 

は種前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 回 

育苗箱
の床土
又は覆
土に均
一に混
和する｡ 

 
 
 
 
 
 

4 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内､本田
での散
布､空中
散布､無
人航空機
散布は合
計 3 回以

内) 

 
 
 
 
 
 
 

3 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内､本田
での散布
は 2 回以

内) 

 
 
 
 
 
 
 

3 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内､本田
では 2 回
以内) 

高密度には種
する場合は

1kg/10a(育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り
50~100 g) 

育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り 50 g 

は種時
(覆土前) 

育苗箱
の上か
ら均一
に散布
する｡ 

高密度には種
する場合は

1kg/10a(育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り
50~100 g) 
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１７．登録番号 23570：スタウトパディート箱粒剤、                    

登録番号 23571：ルーチンデュオ箱粒剤、                  

登録番号 23621：ツインパディート箱粒剤、                 

登録番号 23622：ルーチンパンチ箱粒剤                  

（シアントラニリプロール 0.75%・イソチアニル 2.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用 
方法 

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ
を含む農薬の
総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含む農
薬の総使用回数 

稲 
いもち病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 

1 kg/10 a 
移植
時 

1 回 側条施用 1 回 

3 回以内(直播で
のは種時又は移
植時までの処理
は 1 回以内､本
田では 2 回以内) 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
白葉枯病 
もみ枯細菌病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ｲﾅｺﾞ類 
穂枯れ(ごま葉枯
病菌) 
内穎褐変病 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ 
苗腐敗症(もみ枯
細菌病菌) 
苗立枯細菌病 

育苗箱(30×60×3 cm､使用
土壌約 5 L)1 箱当り 50 g 

は種
前 

1 回 

育苗箱の床
土又は覆土
に均一に混
和する｡ 

1 回 

3 回以内(移植時
までの処理は 1
回以内､本田で
は 2 回以内) 

高密度には種する場合は
1 kg/10 a(育苗箱(30×60×3 

cm､使用土壌約 5 L) 
1 箱当り 50~100 g) 

いもち病 
白葉枯病 
もみ枯細菌病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ｲﾅｺﾞ類 
穂枯れ(ごま葉枯
病菌) 
内穎褐変病 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ 

育苗箱(30×60×3 cm､使用
土壌約 5 L)1 箱当り 50 g 

は種
時(覆
土前)~
移植
当日 

育苗箱の上
から均一に
散布する｡ 高密度には種する場合は

1 kg/10 a(育苗箱(30×60×3 
cm､使用土壌約 5 L) 
1 箱当り 50~100 g) 

苗腐敗症(もみ枯
細菌病菌) 
苗立枯細菌病 

育苗箱(30×60×3 cm､使用
土壌約 5 L)1 箱当り 50 g 

は種
時(覆
土前) 

育苗箱の上
から均一に
散布する｡ 

高密度には種する場合は
1 kg/10 a(育苗箱(30×60×3 

cm､使用土壌約 5 L) 
1 箱当り 50~100 g) 
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１８．登録番号 23634：ルーチンエキスパート箱粒剤                 

（イミダクロプリド 2.0%・スピノサド 1.0%・イソチアニル 2.0%・ペンフルフェ

ン 2.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤
の使
用回
数 

使用 
方法 

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘ
ﾄﾞを含む農
薬の総使用

回数 

ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞを
含む農薬
の総使用
回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを
含む農薬
の総使用 
回数 

ﾍﾟﾝﾌﾙﾌｪﾝ
を含む農
薬の総使
用回数 

稲 
(箱育苗) 

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
いもち病 
紋枯病 
白葉枯病 
疑似紋枯症(褐
色菌核病菌) 
疑似紋枯症(褐
色紋枯病菌) 
疑似紋枯症(赤
色菌核病菌) 
穂枯れ(ごま葉
枯病菌) 
内穎褐変病 

育苗箱
(30×60×3  

cm、使用土
壌約 5 L)1 箱
当り 50 g 

は種時
(覆土
前)~移
植当日 

1 回 

育苗箱
の上か
ら均一
に散布
する。 

3 回以内
(移植時ま
での処理は
1 回以内、
本田での散
布は 2 回 
以内) 

1 回 

3 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内、本田
では 2 回
以内) 

1 回 高密度には種
する場合は

1kg/10a(育苗
箱(30×60×3  

cm、使用土壌
約 5 L)1 箱当
り 50~100 g) 

移植 3
日前~
移植当
日 

もみ枯細菌病 
移植当
日 

育苗箱 
(30×60×3  

cm、使用土
壌約 5 L)1 箱
当り 50 g 
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１９．登録番号 23890：箱大臣粒剤                            

（クロチアニジン 1.5%・イソチアニル 2.0%・フラメトピル 4.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用
時期 

本剤の
使用回
数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む
農薬の総使用回

数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含
む農薬の総
使用回数 

ﾌﾗﾒﾄﾋﾟﾙ
を含む農
薬の総使
用回数 

稲 

いもち病 
紋枯病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 

1 kg/10 a 
移植
時 

1回 
側条施
用 

4回以内(直播で
のは種時又は移
植時までの処理
は1回以内､本田
での散布､空中
散布､無人航空
機散布は合計3

回以内) 

3回以内(直
播でのは種
時又は移植
時までの処
理は1回以
内､本田で
は2回以内) 

2回以内
(直播で
のは種時
又は移植
時までの
処理は1
回以内) 

湛水直
播水稲 

いもち病 
紋枯病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｷﾘｳｼﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ 

1 kg/10 a 
は種
時 

1回 

は種同
時施薬
機を用
いて土
中施用
する 

4回以内(は種時
までの処理は1
回以内､本田で
の散布､空中散
布､無人航空機
散布は合計3回

以内) 

3回以内(は
種時までの
処理は1回
以内､本田
では2回 
以内) 

2回以内
(は種時
までの処
理は1回
以内) 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
白葉枯病 
紋枯病 
穂枯れ(ごま
葉枯病菌) 
もみ枯細菌病 
内穎褐変病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 

育苗箱
(30×60×3 
cm､使用
土壌約5 

L)1箱当り
50 g 

移植
7日
前~
移植
当日 

1回 

育苗箱
の上か
ら均一
に散布
する 

4回以内(移植時
までの処理は1
回以内､本田で
の散布､空中散
布､無人航空機
散布は合計3回

以内) 

3回以内(移
植時までの
処理は1回
以内､本田
では2回 
以内) 

2回以内
(移植時
までの処
理は1回
以内) 

高密度に
は種する
場合は1 

kg/10 a(育
苗箱

(30×60×3 
cm､使用
土壌約5 

L)1箱当り
50~100 g) 
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２０．登録番号 24027：ハコナイト粒剤                            

（クロチアニジン 1.5%・フィプロニル 1.0%・イソチアニル 2.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 

本剤
の 
使用 
回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを
含む農薬の
総使用回数 

ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙを含
む農薬の 
総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含む
農薬の総使用

回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
白葉枯病 
もみ枯細菌病 
穂枯れ(ごま葉
枯病菌) 
内穎褐変病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｳﾝｶ類 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ｲﾅｺﾞ類 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ  

育苗箱(30×60×3 cm､
使用土壌約5 L) 

1箱当り50 g 

は種前 

1回 

育苗箱の
床土又は
覆土に均
一に混和
する 4回以内(移

植時までの
処理は1回
以内､本田
での散布､
空中散布､
無人航空機
散布は合計

3回以内) 

1回 

3回以内(移植
時までの処理
は1回以内､本
田では2回以

内) 

高密度には種する場
合は1 kg/10 a(育苗箱
(30×60×3 cm､使用土
壌約5 L)1箱当り

50~100 g) 

育苗箱(30×60×3 cm､
使用土壌約5 L) 

1箱当り50 g 

は種時
(覆土前)~
移植当日 

育苗箱の
上から均
一に散布
する 

高密度には種する場
合は1 kg/10 a(育苗箱
(30×60×3 cm､使用土
壌約5L)1箱当り

50~100 g) 
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２１．登録番号 24029：ルーチンブライト箱粒剤                        

（シアントラニリプロール 0.75%・イソチアニル 2.0%・ペンフルフェン 2.0%粒

剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用 
方法 

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ
ﾙを含む農薬
の総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含
む農薬の総
使用回数 

ﾍﾟﾝﾌﾙﾌｪﾝを
含む農薬の
総使用回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
もみ枯細菌病 
紋枯病 
白葉枯病 
内穎褐変病 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｲﾅｺﾞ類 
ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ 

育苗箱(30×60×3 
cm、使用土壌 

約 5 L) 
1 箱当り 50 g 

は種時
(覆土前)~
移植当日 

1 回 

育苗箱
の上か
ら均一
に散布
する。 

1 回 

3 回以内 
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内、本田
では 

2 回以内) 

1 回 

高密度には種す
る場合は 

1 kg/10 a(育苗箱
(30×60×3 cm､ 
使用土壌約 5 L) 

1 箱当り 
50~100 g) 

移植 
3 日前~ 
移植 
当日 

穂枯れ(ごま葉
枯病菌) 
疑似紋枯症(褐色紋
枯病菌) 
疑似紋枯症(赤色
菌核病菌) 
疑似紋枯症(褐色
菌核病菌) 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

移植 
当日 育苗箱(30×60×3 

cm、使用土壌 
約 5 L) 

1 箱当り 50 g 
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２２．登録番号 24128：スクラム箱粒剤                            

（クロラントラニリプロール 0.75%・トリフルメゾピリム 0.75%・イソチアニル

2.0%・ペンフルフェン 2.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の
使用 
回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟ
ﾛｰﾙを含む
農薬の総使
用回数 

ﾄﾘﾌﾙﾒｿﾞﾋﾟﾘ
ﾑを含む農
薬の総使用

回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含
む農薬の総
使用回数 

ﾍﾟﾝﾌﾙﾌｪﾝを
含む農薬の
総使用回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
紋枯病 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶ  ゙
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶ  ゙

育苗箱(30×60×3 
cm、使用土壌 

約5 L)1箱当り50 g 
は種時
(覆土
前)~移
植当日 

1回 

育苗箱
の上か
ら均一
に散布
する。 

1回 1回 

3回以内(移
植時までの
処理は1回
以内､本田
では2回以

内) 

1回 

高密度には種する場
合は1 kg/10 a(育苗箱
(30×60×3 cm、使用
土壌約5 L)1箱当り

50~100 g) 

もみ枯細菌病 
白葉枯病 
内穎褐変病 
穂枯れ(ごま葉枯
病菌) 
疑似紋枯症(褐色
紋枯病菌) 
疑似紋枯症(赤色
菌核病菌) 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 

育苗箱(30×60×3 
cm、使用土壌約5 

L)1箱当り50 g 

移植3日
前~移植
当日 高密度には種する場

合は1 kg/10 a(育苗箱
(30×60×3 cm、使用
土壌約5L)1箱当り

50~100 g) 
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２３．登録番号 24129：防人箱粒剤                            

（クロラントラニリプロール 0.75%・トリフルメゾピリム 0.75%・イソチアニル

2.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ
を含む農薬の
総使用回数 

ﾄﾘﾌﾙﾒｿﾞﾋﾟﾘﾑ 
を含む農薬の
総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含
む農薬の総
使用回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
もみ枯細菌病 
白葉枯病 
内穎褐変病 
穂枯れ(ごま葉
枯病菌) 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 

育苗箱30×60×3 
cm、使用土壌 

約5 L) 
1箱当り50 g は種時

(覆土前)~
移植当日 

1回 

育苗箱
の上か
ら均一
に散布
する 

1回 1回 

3回以内(移
植時までの
処理は1回
以内､本田
では2回 
以内) 

高密度には種する
場合は1 kg/10 a 

(育苗箱(30×60×3 
cm、使用土壌 
約5 L)1箱当り

50~100 g) 

苗腐敗症(もみ
枯細菌病菌) 

は種時(覆
土前) 育苗箱(30×60×3 

cm、使用土壌 
約5 L)1箱当り50 g 

稲 
いもち病 
ｳﾝｶ類 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 

1 kg/10 a 移植時 
側条 
施用 

3回以内(直
播でのは種
時又は移植
時までの処
理は1回以
内、本田で
は2回以内) 
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２４．登録番号 24130：箱維新粒剤、                       

登録番号 24131：箱将軍粒剤                            

（クロラントラニリプロール 0.75%・トリフルメゾピリム 0.75%・イソチアニル

2.0%・フラメトピル 4.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
紋枯病 
穂枯れ(ごま葉枯病菌) 
もみ枯細菌病 
内穎褐変病 
白葉枯病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 

育苗箱(30×60×3 cm、使
用土壌約5 L)1箱当り50 g 

移植7日前~ 
移植当日 

1回 
育苗箱の上から均
一に散布する 

高密度には種する場合は
1 kg/10 a(育苗箱(30×60×3 
cm、使用土壌約5 L)1箱

当り50~100 g) 

 

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙを含む 
農薬の総使用回数 

ﾄﾘﾌﾙﾒｿﾞﾋﾟﾘﾑを含む 
農薬の総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含む 
農薬の総使用回数 

ﾌﾗﾒﾄﾋﾟﾙを含む 
農薬の総使用回数 

1回 1回 
3 回以内(移植時までの
処理は 1 回以内､本田

では 2 回以内) 

2 回以内(移植時までの
処理は 1 回以内) 

 

 

 

 

 

  



26 

２５．登録番号 24132：フルスロットル箱粒剤                         

（シアントラニリプロール 0.75%・トリフルメゾピリム 0.75%・イソチアニル

2.0%・ペンフルフェン 2.0%粒剤） 

作物名 
適用 

病害虫名 
使用量 

使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
紋枯病 
白葉枯病 
もみ枯細菌病 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 

育苗箱(30×60×3 cm､使用土壌約 5 L) 
1 箱当り 50 g 

は種時(覆土前) 
~移植当日 

1 回 
育苗箱の上から
均一に散布する｡ 

高密度には種する場合は 1 kg/10 a 
(育苗箱(30×60×3 cm、使用土壌 

約 5 L)1 箱当り 50~100 g) 

内穎褐変病 
穂枯れ(ごま葉
枯病菌) 
疑似紋枯症(褐
色紋枯病菌) 
疑似紋枯症(赤
色菌核病菌) 
ｲﾅｺﾞ類 

育苗箱(30×60×3 cm､使用土壌約 5 L) 
1 箱当り 50 g 

移植当日 
高密度には種する場合は 1 kg/10 a(育

苗箱(30×60×3 cm、使用土壌 
約 5 L)1 箱当り 50~100 g) 

 
ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙを含む 
農薬の総使用回数 

ﾄﾘﾌﾙﾒｿﾞﾋﾟﾘﾑを含む 
農薬の総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含む 
農薬の総使用回数 

ﾍﾟﾝﾌﾙﾌｪﾝを含む 
農薬の総使用回数 

1 回 1 回 
3 回以内(移植時までの処
理は 1 回以内､本田では 2

回以内) 
1 回 
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２６．登録番号 24158：ルーチンコア箱粒剤                          

（チアクロプリド 1.45%・イソチアニル 2.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 
ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞを
含む農薬の 
総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含む農
薬の総使用回数 

稲 
(箱育苗) 

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
いもち病 
白葉枯病 
内穎褐変病 
穂枯れ(ごま葉枯
病菌) 
もみ枯細菌病 

育苗箱(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 L) 

1 箱当り 50 g 

移植 3 日前
~移植当日 

1 回 

育苗箱の
上から均
一に散布
する。 

1 回 

3 回以内(移植時
までの処理は 

1 回以内、本田で
は 2 回以内) 高密度には種する場

合は 1 kg/10 a(育苗箱
(30×60×3 cm、使用土

壌約 5 L) 
1 箱当り 50~100 g) 

 

２７．登録番号 24194：ルーチンシードＦＳ                          

（イソチアニル 41.7%水和剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用
方法 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含む農薬の
総使用回数 

稲 

穂枯れ(ごま葉枯病菌) 
白葉枯病 
もみ枯細菌病 
内穎褐変病 
いもち病 

乾燥種もみ 1 kg 当
り原液 6~12 mL(原
液 71 mL/10 a まで) 

は種前 1 回 
塗沫
処理 

3 回以内(直播でのは
種時又は移植時まで
の処理は 1 回以内、
本田では 2 回以内) 
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２８．登録番号 24319：ヨーバルトップ箱粒剤                         

（テトラニリプロール 1.5%・イソチアニル 2.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤
の使
用回
数 

使用 
方法 

ﾃﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛ
ｰﾙを含む
農薬の総
使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙ 
を含む 

農薬の総
使用回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
白葉枯病 
内穎褐変病 
もみ枯細菌病 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾅｺﾞ類 
苗腐敗症(もみ枯細菌
病菌) 
苗立枯細菌病 

育苗箱(30×60×3 
cm、使用土壌約 5 
L)1 箱当り 50~75 g 

は種前 

1 回 

育苗箱
の床土
又は覆
土に均
一に混
和す
る。 

1 回 
 

3 回以内
( 移 植 時
までの処
理は 1 回
以内、本
田では 2
回以内) 

いもち病 
白葉枯病 
内穎褐変病 
もみ枯細菌病 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾅｺﾞ類 

は種時 
(覆土前) 
~移植当

日 

苗箱の
上から
均一に
散布す
る。 

高密度には種する
場合は 1 kg/10 a(育
苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約 5 L)1 箱

当り 50~100 g) 

苗腐敗症(もみ枯細菌
病菌) 
苗立枯細菌病 

育苗箱(30×60×3 
cm、使用土壌約 5 
L)1 箱当り 50~75 g 

は種時
(覆土前) 

高密度には種する
場合は 1 kg/10 a(育
苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約 5 L)1 箱

当り 50~100 g) 

穂枯れ(ごま葉枯病
菌) 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

育苗箱(30×60×3 
cm、使用土壌約 5 
L)1 箱当り 50~75 g 

移植 3
日前~移
植当日 

高密度には種する
場合は 1 kg/10 a(育
苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約 5 L)1 箱

当り 50~100 g) 
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２９．登録番号 24473：ミネクトブラスター顆粒水和剤                     

（シアントラニリプロール 15.0%・イソチアニル 40.0%水和剤） 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 
使用 
時期 

本剤
の使
用回
数 

使用
方法 

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟ
ﾛｰﾙを含む
農薬の総
使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを
含む農薬
の総使用
回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾅｺﾞ類 
もみ枯細菌病 
内穎褐変病 

200 倍 

育苗箱
(30×60×3 

cm、使用土
壌約 5 L) 1 箱
当り 0.5 L 

は種時
~移植
当日 

1 回 灌注 1 回 

3 回以内
（移植時
までの処
理は 1 回
以内、本
田では 2
回以内） 

いもち病 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 

400 倍 

育苗箱
(30×60×3 

cm、使用土
壌約 5 L) 1 箱

当り 1 L 

は種時 

いもち病 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾅｺﾞ類 
もみ枯細菌病 
内穎褐変病 

高密度には種
する場合は 50 
g/10 a(育苗箱

(30×60×3 cm、
使用土壌約 5 

L)1 箱当り
2.5~5 g(希釈倍
数 100~200 倍)) 

育苗箱
(30×60×3 

cm、使用土
壌約 5 L) 1 箱
当り 0.5 L 

移植 10
日前~
移植当
日 
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３０．登録番号 24474：ヨーバルパワーＥＶ箱粒剤                       

（テトラニリプロール 1.5%・ピメトロジン 3.0%・イソチアニル 2.0%・ペンフルフ

ェン 2.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 
本剤の
使用 
回数 

使用方法 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
紋枯病 
白葉枯病 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ｳﾝｶ類 
ｲﾅｺﾞ類 

育苗箱(30×60×3 cm、 
使用土壌約 5 L)1 箱当り 50 g 

は種時(覆土前) 
~移植当日 

1 回 
育苗箱の上
から均一に
散布する。 

高密度には種する場合は 1 kg/10 a 
(育苗箱(30×60×3 cm、 

使用土壌約 5 L)1 箱当り 50~100 g) 

内穎褐変病 
もみ枯細菌病 
穂枯れ(ごま葉枯病菌) 

移植 3 日前 
~移植当日 育苗箱(30×60×3 cm、 

使用土壌約 5 L)1 箱当り 50 g 

 

ﾃﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙを含む 
農薬の総使用回数 

ﾋﾟﾒﾄﾛｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含む 
農薬の総使用回数 

ﾍﾟﾝﾌﾙﾌｪﾝを含む 
農薬の総使用回数 

1 回 
3 回以内(移植時までの処理は
1 回以内、本田では 2 回以内) 

3 回以内(移植時までの処理は
1 回以内、本田では 2 回以内) 

1 回 
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３１．登録番号 24475：ヨーバルプライムＥＶ箱粒剤                      

（テトラニリプロール 1.5%・イソチアニル 2.0%・ペンフルフェン 2.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤
の使
用回
数 

使用 
方法 

ﾃﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ
を含む農薬
の総使用回

数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを
含む農薬
の総使用
回数 

ﾍﾟﾝﾌﾙﾌｪﾝ
を含む農
薬の総使
用回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 

育苗箱(30×60×3 
cm、使用土壌 

約 5 L) 
1 箱当り 50 g 

は種前 

1 回 

育苗箱の
床土又は
覆土に均
一に混和
する。 

1 回 

3 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内、本田
では 2 回
以内) 

1 回 

いもち病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
紋枯病 
白葉枯病 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ｲﾅｺﾞ類 

は種
時(覆
土前)~
移植
当日 

育苗箱の
上から均
一に散布
する。 

高密度には種す
る場合は 

1 kg/10 a(育苗箱
(30×60×3 cm、
使用土壌約 5 L) 

1 箱当り 
50~100 g) 

内穎褐変病 
もみ枯細菌病 
穂枯れ(ごま葉
枯病菌) 

育苗箱(30×60×3 
cm、使用土壌約

5 L) 
1 箱当り 50 g 

移植 3
日前~
移植
当日 

高密度には種す
る場合は 

1 kg/10 a(育苗箱
(30×60×3 cm、
使用土壌約 5L)1

箱当り 
50~100 g) 
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３２．登録番号 24476：ヨーバルＵＧ箱粒剤                          

（テトラニリプロール 1.5%・ピメトロジン 3.0%・イソチアニル 2.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤
の使
用回
数 

使用 
方法 

ﾃﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ
ﾙを含む農
薬の総使
用回数 

ﾋﾟﾒﾄﾛｼﾞﾝ
を含む農
薬の総使
用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを
含む農薬
の総使用
回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
白葉枯病 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ｲﾅｺﾞ類 
ｳﾝｶ類 

育苗箱
(30×60×3 

cm、使用土
壌約 5 L) 

1 箱当り 50 g は種時
(覆土
前)~移
植当日 

1 回 

育 苗 箱
の 上 か
ら 均 一
に 散 布
する。 

1 回 

3 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内、本田
では 2 回
以内) 

3 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内、本田
では 2 回
以内) 

高密度には種
する場合は 

1 kg/10 a(育苗
箱(30×60×3 

cm、使用土壌
約 5 L)1 箱当
り 50~100 g) 

内穎褐変病 
もみ枯細菌病 
穂枯れ(ごま
葉枯病菌) 

移植 3
日前~移
植当日 

育苗箱
(30×60×3 

cm、使用土
壌約 5 L)1 箱
当り 50 g 

 

  



33 

３３．登録番号 24514：スタウトアレス箱粒剤、                  

登録番号 24516：稲名人箱粒剤                           

（オキサゾスルフィル 2.0%・イソチアニル 2.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用 
方法 

ｵｷｻｿﾞｽﾙﾌｨﾙを
含む農薬の 
総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含む
農薬の 

総使用回数 

稲 

いもち病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 

1 kg/10 a 移植時 1回 側条施用 1回 

3回以内(直播
でのは種時又
は移植時まで
の処理は1回以
内､本田では 

2回以内) 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
白葉枯病 
もみ枯細菌病 
穂枯れ(ごま葉
枯病菌) 
内穎褐変病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ｲﾅｺﾞ類 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

育苗箱(30×60×3 cm､
使用土壌約5 L) 

1箱当り50 g 

は種前 

1回 

育苗箱の
床土又は
覆土に均
一に混和
する｡ 

1回 

3回以内(移植
時までの処理
は1回以内､ 
本田では 
2回以内) 

高密度には種する
場合は1 kg/10 a(育
苗箱(30×60×3 cm､ 
使用土壌約5L) 

1箱当り50~100 g) 

育苗箱(30×60×3 cm､
使用土壌約5 L) 

1箱当り50 g 

は種時
(覆土前)~
移植当日 

育苗箱の
上から均
一に散布
する｡ 

高密度には種する
場合は1 kg/10 a(育
苗箱(30×60×3 cm､ 
使用土壌約5L) 

1箱当り50~100 g) 

苗腐敗症(もみ
枯細菌病菌) 
苗立枯細菌病 

育苗箱(30×60×3 cm､
使用土壌約5 L) 

1箱当り50 g 

は種前 

育苗箱の
床土又は
覆土に均
一に混和
する｡ 

高密度には種する
場合は1 kg/10 a(育
苗箱(30×60×3 cm､ 
使用土壌約5 L) 

1箱当り50~100 g) 

育苗箱(30×60×3 cm､
使用土壌約5 L) 

1箱当り50 g 
は種時

(覆土前) 

育苗箱の
上から均
一に散布
する｡ 

高密度には種する
場合は1 kg/10 a(育
苗箱(30×60×3 cm､ 
使用土壌約5 L) 

1箱当り50~100 g) 
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３４．登録番号 24597：ミネクトフォルスターＳＣ                       

（シアントラニリプロール 6.5%・イソチアニル 17.4%・ペンフルフェン 17.4%水和

剤） 

作物名 
適用 

病害虫名 
希釈倍数 使用液量 

使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方
法 

ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ
を含む農薬の
総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを
含む農薬
の総使用
回数 

ﾍﾟﾝﾌﾙﾌｪﾝ
を含む農
薬の総使
用回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
紋枯病  

100 倍 

育苗箱
(30×60×3 

cm、使用土
壌約 5 L)  

1 箱当り 0.5 L 

移植
10 日
前~移
植当日 

1 回 灌注 

1 回  

3 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内、本田
では 2 回
以内)  

1 回 
 

いもち病 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭう 
紋枯病 

高密度には種する場
合は、100 mL/10 a 

(育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約 5L) 

1 箱当り 5~10 mL 
(希釈倍数 50~100 倍)) 

育苗箱
(30×60×3 

cm、使用土
壌約 5 L)  

1 箱当り 0.5 L 

移植
10 日
前~移
植当日 

1 回 灌注 
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３５．登録番号 24615：スタウトアレスモンガレス箱粒剤、             

登録番号 24616：稲大将箱粒剤                           

（オキサゾスルフィル 2.0%・イソチアニル 2.0%・インピルフルキサム 2.0%粒剤） 

作物名 
適用 

病害虫名 
使用量 使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用 
方法 

ｵｷｻｿﾞｽﾙﾌｨﾙを
含む農薬の 
総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを 
含む農薬の
総使用回数 

ｲﾝﾋﾟﾙﾌﾙｷｻﾑ
を含む農薬
の総使用回

数 

稲 
(箱育苗) 

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ｲﾅｺﾞ類 
いもち病 
白葉枯病 
もみ枯細菌病 
穂枯れ(ごま葉
枯病菌) 
内穎褐変病 
紋枯病 

育苗箱(30×60×3 
cm、使用土壌 

約 5 L)1 箱当り 50 g 

は種前(覆
土前)~ 

移植当日 

1 回 

育苗箱
の上か
ら均一
に散布
する 

1 回 

3 回以内(移
植時までの
処理は 1 回
以内、本田
では 2 回 
以内) 

1 回 

高密度には種する
場合は 1 kg/10 a(育
苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約 5 L) 

1 箱当り 50~100 g) 

苗立枯細菌病 
苗腐敗症(もみ
枯細菌病菌) 

育苗箱(30×60×3 
cm、使用土壌 

約 5 L)1 箱当り 50 g 

は種前(覆
土前) 高密度には種する

場合は 1 kg/10 a(育
苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約 5 L) 

1 箱当り 50~100 g) 

稲 
いもち病 
紋枯病 

1 kg/10 a 移植時 
側条 
施用 

3 回以内(直
播でのは種
時又は移植
時までの処
理は 1 回以
内、本田で
は 2 回 
以内) 

 

  




